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軸および径方向輸送による荷電粒子の輸送量を計測し粒子バランス解析を実施した
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増加項 減少項

➢径方向粒子束の計測値と拡散方程式に基づいて実効的な拡散係数を解析

➢軸方向に沿ったイオン飽和電流の変化量から軸方向輸送量を解析

➢イオン粒子束の増加・減少量を電流値の変化量 (I) として解析

✓増加項と減少項がエラーバーの範囲で2倍程度で一致

軽方向輸送

軸方向輸送

平面プローブ

計測に基づく軸および径方向輸送を考慮した粒子バランス解析を可能にした

電子温度5.8 eV、電子密度2.0 x 1017 m-3の

プラズマを解析

解析領域
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